
〈初
〉

伊
都
穴
芦
」
木
曽
を
結
ぶ
大
平
街

道
の
中
間
に
あ
り
、
古
く
か
ら
多

く
の
旅
人
が
行
き
交
っ
た
。
標
高

て
三
五
八
M
。
天
井
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
露
出
し
た
古
い
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
、
木
曽
の
山
々
が

広
が
る
。
近
く
に
は
、
明
治
時
代

に
建
て
ら
れ
た
道
標
と
石
仏
が
並

て
ω
。峠

か
ら
飯
田
方
向
に
戻
る
と
、

か
つ
て
は
宿
場
と
し
て
栄
え
な
が

ら
、
一
九
七

O
(昭
和
四
十
五

年
)
に
集
団
移
住
で
無
人
と
な
っ

た
大
平
宿
に
入
る
。

江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ
た
大
平

宿
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
、
物
資
輸
送
の
拠
点
と
し
て
に
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旅
人
が
通
っ
た
険
し
い
道

大平峠 (飯田市・南木曽町境〉

ぎ
わ
っ
た
。
飯
田
下
伊
那
の
子
ど

も
た
ち
は
大
平
峠
を
歩
い
て
越

え
、
修
学
旅
行
に
出
た
と
い
う
。

し
か
し
、
鉄
道
や
道
路
の
整
備

が
進
む
に
つ
れ
、
大
平
宿
は
衰

退
。
高
度
成
長
期
後
の
過
疎
化
を

受
け
、
二
百
年
を
超
え
る
歴
史
に

終
止
符
を
打
っ
た
。
残
さ
れ
た
建

物
は
地
元
有
志
の
手
で
守
ら
れ
、

山
村
生
活
が
体
験
で
き
る
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

大
平
街
道
沿
い
の
山
は
、
も
う

す
ぐ
紅
葉
に
染
ま
る
。
だ
れ
も
い

な
い
大
平
峠
に
立
っ
て
耳
を
す
ま

せ
る
と
、
険
し
い
道
を
歩
く
旅
人

の
足
音
が
ど
こ
か
遠
く
で
聞
こ
え

る
気
が
し
た
。

(
中
山
道
雄
)

大
平
街
道
の

「大
平
峠
」
に

あ
る
ト
ン
ネ
ル
。
向
こ
う
は

南
木
曽
町
H
飯
田
市
で


